
←特別出演
新田実　少年時代

いつも をご愛読いただきありがとうございます！ 今年最初の大型連休がやってきます。みなさんは

どんな予定を立てていますか？ さて今月の は、新田建商の生い立ちを振り返ってみました。

大正初め頃のチラシ。なんと右から読む！

前列の中央　新田栄一　少年時代　

大火後の
新田硝子店

与三次と
栄一

ガラスのことならこの人に聞け！

平成２１年４月１７日撮影

魚津市金浦町の

新田建商ってこんな会社です！

新田裕樹のガラス　　　知識

TEL0765-24-3455 FAX0765-23-0709
e-mail

お か げ さ ま で ｶ ﾞ ﾗ ｽ 一 筋 90 年
結露を抑えるｴｺｶﾞﾗｽ専門 (有) 新田建商
〒 937-0017 富 山 県 魚 津 市 江 口 491

nikken@uoz.fitweb.or.jp

桜でした

時代 そのとき新田建商は！？ 与三次 栄一 実 健太郎・裕樹

明治44年
大正元年

大正14年

昭和元年

昭和３１年
魚津大火で新田硝子店が
全焼

昭和40年頃
このあたりから
アルミサッシを
取り扱うようになる

健太郎

昭和55年

新田硝子店が手狭になり
魚津市江口に新工場建設

昭和63年 社名を『新田建商』に
平成元年 する

↑これが今の工場
裕樹

平成20年

平成21年 家業を継ぐ

魚津市中央通りのお店
『栄屋さ（えいやさ）』
何でも屋さん
習字紙、わらぞうり、
野菜の種、釣り道具、
油、など日用品を扱う

昭和44年
１８歳のとき
家業を継ぐ

大正3年
社名を
『新田硝子店』にする
ガラス屋とはいうものの
実際は何でも屋さん。
ガラスのほかにも
お茶、ビニール、
お菓子を作ったり
していた。

結露を抑える
エコガラスに力をいれる

大正3年
２４歳の時
新田家へ
養子に来る
ガラス屋を
始めようと
決意したのは
高等科
(小学６年生)
の時だそうだ

昭和9年
15歳の時
家業を継ぐ

昭和６０年ごろ
引退
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